
３ 数学 

学校番号 ２１３ 

令和 2年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「新版数学Ａ 新訂版」 （実教出版） 

副教材等 スパイラル 数学Ⅰ＋Ａ 新訂版（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・中学校までの学習内容を必要に応じて振り返りながら，高等学校の内容を学習していきます． 

・数学の力として「計算力」「論理力」「想像力」があります。受身ばかりでは数学を理解する

ことはできません。“何故か”を常に考え、推論を立て、それを裏付ける計算・論理を構築す

ることを繰り返して下さい。また習った事の理解のみに止まらず、“ではこの場合はどうなる

か”と発展的な意識の元で学習に臨みましょう。教員への質問も積極的にしてください。 

・ノートは，問題集用と授業用で別に用意して下さい． 

・問題集用のノートについては定期的に提出を求めます．当然ですが，答え合わせもしてくださ

い．考査前に慌ててやるのではなく，毎時間，自宅学習として授業で扱った範囲の問題を解い

ておくようにして下さい． 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率、整数の性質および図形の性質についての基礎的な知識や技能を習得します。ま

た、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それ

らを活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率、整

数の性質または図形

の性質の論理や体系

に関心をもつととも

に、数学のよさを認

識し、それらを事象

の考察に積極的に活

用しようとする。 

場合の数と確率、整数の

性質または図形の性質

において、事象を数学的

に考察し表現したり、思

考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたり

することなどを通して、

数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

場合の数と確率、整

数の性質または図

形の性質において、

事象を数学的に表

現・処理する仕方や

推論の方法などの

技能を身に付けて

いる。 

 

場合の数と確率、整

数の性質または図

形の性質における

基本的な概念、原

理・法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。 

 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

単元テスト 

定期テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元 

(題材) 

学習内容 主な評価の観点 単元(題材)の評価基準 評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１

学

期 

場

合

の

数

と

確

率 

場 合 の

数 

集合 ○ ○ ○ ○ a:集合記号の意味や法則に関心を持ち、考

察しようとしている。 

b:ベン図を利用して集合を図示することで 

、集合の要素の個数を考察することができ

る。 

c:公式や法則を利用して、集合や集合の要

素の個数を求めることができる。 

d:2つの集合の包含関係や、空集合、部分集

合の定義について理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

樹形図，

和の法則 

積の法則 

 ○ ○  a:順列や組合せの公式を理解し、それらを

用いてさまざまな事象の総数を求めようと

している。 

b:和の法則や積の法則，順列の考え方をも

とに順列や組合せの公式を考察できる。 

c:樹形図や法則、順列や組合せの公式を用

いて事象の総数を求めることができる。 

d:順列や組合せの用語、記号、公式につい

て理解し、それらを利用できる。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

順列 ○ ○ ○ ○ 

組合せ ○ ○ ○ ○ 

２

学

期 

確率 確率の基

本性質 

○ ○  ○ a:試行の回数が増えることにより確率が収

束していくことを、身近な試行を用いて考

察しようとしている。 

b:身近な事象を同様に確からしいという概

念を持った上で、数量的に捉えることがで

きる。 

c:複雑な事象の確率を公式を用いて求める

ことができる。 

d:確率の定義や独立な試行、条件つき確率

の定義を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
和事象， 

余事象 

○ ○ ○  

独立試行

と反復試

行 

○ ○ ○ ○ 

条件つき

確率 

○ ○ ○ ○ 

図

形

の

性

質 

平 面 図

形 

線分の比

比 

  ○ ○ a:三角形の外心･内心･重心の定義につい

て、作図をすることで考察しようとしてい

る。 

b:三角形の基本的な定理について、補助線

を引くなどの工夫することによって証明す

ることができる。 

c:三角形の基本的な性質を用いて、辺の長

さや辺の比、角の大きさなどを求めること

ができる。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

三角形の

重 心 ･ 内

心･外心 

 

○  ○ ○ 

三角形の

辺の比の

定理 

○  ○ ○ 



d:チェバの定理やメネラウスの定理を用い

た辺の比の求め方について理解している。 

円に内接

する四角

形 

○  ○  a:三角形の外接円と四角形の外接円の違い

を認識し、円に内接する四角形の性質や四

角形が円に内接する条件を考察しようとす

る。 

b:2円の位置関係を視覚的に捉え、観察する

ことができる。 

c:円の基本的な性質を用いて辺や角の大き

さを求めることができる。 

d:方べきの定理や円の接線の性質、2つの円

の位置関係について理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 円と接線 ○  ○ ○ 

方べきの

定理 

  ○ ○ 

２つの円  ○ ○ ○ 

作図  ○   

３

学

期 

空 間 図

形 

空間にお

ける直線

と平面 

  ○ ○ a:オイラーの定理がどんな多面体において

も成り立つということに興味を持ち、簡単

な多面体で確かめようとする。 

b:立体の切断面を考察して、空間図形の問

題を平面図形の問題へと転換することがで

きる。 

c:直線と平面の位置関係について理解し、

証明問題に活用することができる。 

d:直線と平面の位置関係や正多面体の特徴

について理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

多面体 ○ ○ ○ ○ 

整

数

の

性

質 

約 数 と

倍数 

約数と倍

数 

○ ○ ○ ○ a:自然数や整数の体系を整理し、約数や倍

数の判定する問題に活用しようとしてい

る。 

b:素因数分解の結果により、2つの自然数の

最大公約数や最小公倍数を考察できる。  

c:最大公約数や最小公倍数の性質を用い

て、2つの自然数の最大公約数や最小公倍数

からもとの自然数を求めることができる。 

d:素因数分解について理解できる。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

最大公約

数と最小

公倍数 

 ○ ○ ○ 

割り算に

おける商

と余り 

○ ○ ○ ○ a:連続する整数の積の性質について関心を

もつことができる。 

b: 整数の割り算における商と余りを、割り

算で成り立たせる等式を満たす2つの整数

として捉えることができる。 

 

c:整数の割り算で成り立つ等式を利用して

余りを求め、証明問題を解くことができる。 



d:整数の割り算で成り立つ等式の性質につ

いて理解している。 

 

ユ ー ク

リ ッ ド

の 互 除

法 

ユークリ

ッドの互

除法 

○  ○ ○ a:互除法の原理に関心をもち、それらを活

用しようとする。 

b:互除法を利用して、2つの自然数の最大公

約数を表す式について考察することができ

る。 

c:互除法を利用して、2つの自然数の最大公

約数を求めることができる。 

d:互除法の原理を多面的に理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

1 次 不 定

方程式 

○ ○ ○ ○ a:互除法の計算の逆をたどることにより、1

次不定方程式の整数解の1つを見つけられ

る優秀性に関心をもつことができる。 

b:1次不定方程式の解がその直線上の格子

点と対応することを理解している。 

c:1次不定方程式の整数解を求めることが

できる。 

d:1次不定方程式の整数解を求めることに

より、すべての整数解を求められることを

理解している。 

整 数 の

性 質 の

活用 

有理数の

小数表現 

○   ○ a: 割り算の仕組みを通して、有限小数と循

環小数と分数の関係を明らかにする。 

b: ｐ進法の小数について理解する。 

c: 10進法からｐ進法への変換、ｐ進法から

10進法への変換ができる。 

d: 実数の枠組みの中で、分数と小数の位置

づけ、および分数と小数の関係を理解する。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシー

ト 

観察等 

ｐ進法  ○ ○  

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


